
の弟子・服部土芳はこう述べている。 

　 

「流行」は、現代と異質な「不易」を
意識し続けることにより現代を相対化
する術を会得した者がとらえることが
できるのだと、芭蕉から教わったと述
べている。言葉を換えれば、不易＝
「古典」は、現代人が創作する発想を
生み出す為にある。芭蕉師弟は「単に
古い文献」を不易＝「古典」とは認め
ていない。 
　『三冊子』は、芭蕉の強烈な詞を伝
えている。不易＝「古典」を学ぶ意義
は創作のためで、古人のよだれをなめ
るためにやるなと。現代の自称国語教
師の耳朶を打つ戒めである。文化財創
造につながりもしない文法説明を、
「大学入試に出題されるから…」など
と学習者を脅すことで聴講を強いる営
為は「古典教育」ではなく、「古典」
の名を汚す破廉恥きわまる犯罪であ
る。「古典」を古典たらしめているの
は、いま、ここにいる現代人の文化創
造活動なので、まず古典があって次に
文化創造があるのではない。 

野良の藝術活動の意義～文化財創造 
活動こそ『古典』を認定する 

　以上の考え方を、野良の藝術活動に
当てはめてみよう。野良の藝術活動
は、数百年間続く見沼の地で、見沼古
来の生産方針を不易の手本としつつ、
そこから新しい芸術を創作している。
要するに、見沼を不易＝「古典」たら
しめているのは、野良の藝術活動とい
う創作なのである。創作とは、現在の
自分を発見し続けるという現在形でな 

見沼田園保護の 
現代的意義～不易流行　 
　　　　　　　　　　　　　　　　      

a 

　　　　　　 はじめに　 
     現代日本は何を見失っているか 

　まず日本古典文学の専門家として、
現代日本が「古典」を見失っているこ
とを指摘したい。古典とは、古典教育
とは何か。多くの人がそれを日本古典
研究者養成の予備課程と誤解してい
る。専門家にならない学習者にとって
本来不要の科目ながら、入学試験の科
目にあるから、あるいは大学の必修科
目にされているからしかたなくつきあ
わされている、と。こうした人たちは
二つの誤解をしている。 
　その一つは「古典」と「中学・高校
における古文科目」の混同である。本
来、普通教育あるいは学部教養課程、
また日本語教育の一環における古典教
育とは文学・史学・語学研究者を養成
することを目的とする課程ではなく、
その目的は文化財創造につながる日本
語創作能力の涵養にある。それに関係
ない「古いだけの文献」は、教育の対
象たる古典ではない。だから「古典」
は自称国語教師に強請されて学ぶもの
ではなく、個人が「これが自分のお手
本」と自主的かつ自発的に選ぶものな
のである。 
　もう一つは「古典」とは文献に限る
という誤解。古典とは有形無形の文化
財創造をインスパイアするものだ。そ
れをできるものは、文献に限らず「古
典」なのである。芸能・遺構・遺物そ
して田園であっても「古典」。以下、
野良の藝術活動が、見沼田園を『古
典』たらしめていることを論証しよう。 

不易流行～古典とは何か 

　「古典」とは何か。古典作品の中に
その答えがある。その定義を松尾芭蕉
の弟子・向井去来が「去来抄」で「不
易流行とはすべてに通ずる哲学…不易
を知らなければ依って立つ基盤が失わ
れ、流行を知らなければ時代に取り残
される」と芭蕉の教えとして述べてい
る。つまり「不易」とは古来より大切
に守り続けられたもの、「流行」は現
代のトレンドで、有形無形の文化財創
作は「不易」の基盤の上に「流行」を
展開していくべきものと。同じく芭蕉 

ければならない。 
　「野良の藝術」というと、宮沢賢治
「雨ニモマケズ」のような近代詩を思
い浮かべる人も多いだろう。 

　　　　　　　 

実は一見「野良の藝術」の「雨ニモマ
ケズ」には、経典文言・故事来歴が行
間に隠されており、不易＝「古典」を
踏まえてこそ輝く「流行」なのだ。
いっぽう百人一首第一首歌も「野良の
藝術」とはいえないか。 

　　 

　古典中の古典「百人一首」冒頭歌
は、帝自らが野良の作業をする＝流行
という趣向なのである。 
　要するに野良の藝術の実践こそ、見
沼田園を「古典」たらしめる大神呪、
大明呪、無上呪、無等等呪であり、愚
かな開発計画をよく排除する不虚の真
実なのである。 
　再度問う、古典とは何か。有形無形
の文化財創造は、まったくのゼロから
生み出されることはなく、『何か』か
ら造られる。『何か』とは、太古より
人々の心の奥底にあり、感動を起こす
原動力となりうるもの。それを古典と
いうのである。ゆえに、まず古典が
あって次に文化財創造があるのではな
く、絶え間なき文化財創造のいとなみ
が、『古典』を認定し続けるのだ。 
　私は見沼田園がただ古くからあるゆ
え古典であり、ゆえに守れというので
はない。野良の藝術のいとなみが今日
も続く限り、見沼田園は『古典』であ
り続けている、ゆえにそれを破壊する
ことは許されないと主張するのであ
る。 

野良の藝術2024　細田 麻央　　造形/石井国義

野良の藝術2025/ユニット・ウルス　参加作家 コメント集
◉野良の産物と作品の販売 

柳井 嗣雄 
「Dialogue- 1200mの藁縄」 
　 
藁縄を切断して結ぶ行為を
含めたインスタレーション。
木の下に垂れ下がった無数
の藁縄。人間の目線に結び
目がある。　

◉分断と結合をテーマ 
とする造形作品と研究発表

安部 大雅 
「土の記憶」

石井 国義　 

僕たちはいったい何を見て
きたのだろう。 
遠い記憶をたどってみよ
う。生まれる前に見たも
のってあるの？             
素材：竹

◉森と畑のワークショップ  

タナカ ヒデキ 
　 
古より、その土地や自然と
ともに暮らしてきた人々の
生活を背景として、光と
影、ものの気配を感じ取れ
る作品の制作を心がけてい
ます。　素材：籐　漆

WSチーム＆長谷川 千賀子 
　 
昨年制作した「藁布団への
オマージュ」のほか、WS
チームでゴザに柿渋を塗っ
たものを様々に加え、そこ
に寝転がって大地と空と対
話する。

◉炭焼きシンポジウム　　　　　　 

伊藤 しょうこ　一人芝居 
Yoko, la fille de la pluie～
雨娘

◉農をテーマとしたパ
フォーマンス

萩原 毅 
・丸太材伏せ焼き 
　

【五穀の起源】創作舞踏 
構成／奥山 孜　　　　 
舞踏手／細田 麻央　蒼 浩人　　　
ノトヤ浩一　苅谷 明　 
音楽　　SONO　 

スサノオに殺されたオホゲツ
ヒメの体から穀物が生まれ、
カムムスヒが種とされた。　　　  
　　　

●渋谷定輔の日記と詩集 
「野良の叫び」　朗読

●見沼田園保護の現代的意義
～不易流行  
菊地 真 

野良の芸術活動こそ、見沼
田園を現在の『古典』であ
ることを証明する事を語り
合いましょう

倉田 真寿 
閏戸の森「蓮田裏庭蕎麦
フィールド」

斉藤 茶微江 

テーマ　分断の構図。 
そこに私はワクワクを信じ
たいと思う。 
花でそのワクワクを描きた
いな　と思いました。

●心理学でひもとく 
「感動」の正体 
ソンちゃん先生 

ユング心理学の視点から、
時代と文化を超えて愛され
る文学作品・アニメ、そし
てあなたが見た夢を解く。

吉田 富久一、衛守 和佳子、 
高橋 良知、ソンちゃん先生 
長谷川 千賀子 
もみ殻の炭づくり

広若 剛 
移動式鉄板窯を使った炭や
きを一緒にやりましょう！ 
　　 
煙突4つ通風孔も４つで朝
着火して夜に終わります。
軽トラで運べる窯なので機
動性ばっちりです

本多 慎吾　 
サウンドモンタージュを通
じてテクノロジーと自然を
交錯させ、耳に広がる風景
を再構築する。響きは人工
と生態の境界を溶かし、新
たな聴覚体験を紡ぎ出す。
サウンドスケープインスタ
レーション作品。 

食のWSチーム＆衛守和佳子 

畑でつくった小麦や季節の
野菜を食する夢を掲げてい
るけど、現実は難しい。 
収穫した小麦でバームクー
ヘンを焼き、カマド料理な
ど、炎の魔法で楽しもう！

◉野良の食卓 
野良の畑の収穫物での 
創作料理

柳井 嗣雄＋フリー参加者　
「切って結ぶ」ワークショップ　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 

参加者は、木の枝から垂ら
した2本の藁縄を目線の高さ
で結び付ける。(子供から大
人までの様々な視高が同一
空間に共存する)　　　　　

彩のくに創作舞踊団　 
藤井 香　モダンダンス 
江積 志織、海保 文江、佐々木 春呼、
松元 日奈子 
『在る』についての考察 
鍋、箸、空きカン…身近な物で
リズム踏み、着いた先に身を置
く快感。見沼秋フェス会場から
始まる、どなた様もwelcome！
ワークショップ・パフォーマンス

吉田 富久一 

新たに東屋を建てる。竈門
広場周辺の環境整備を行
う。さらに、移動可能な竈
門を制作し、野良の食の機
動性を広げ、貢献型藝術を
目指す。　

衛守 和佳子 
「月は大地と呼吸する2025」

自然と共生している農の力
強さに、命の繋がりを感じ
た。愛する命、宇宙、自
然、時間を私の創造の中に
閉じ込める。

穴を掘り伐採した丸太をセット
最も素朴な炭焼き法に挑戦。 

・製材機と簡易架線集材によ
る製材デモンストレーション
を行う

かって日本で盛んにつくら
れたもみ殻の炭は農に役立
ち炭素を循環させる。今や
時代の最先端。

モダンダンス20224 海保 文江、佐々木 春呼

WSチーム制作かまど2024 

加藤 典子 
野良を駆け巡って発見しよう
自然の不思議！

見つけたらみんなに教えよ
う、どこにだってワンダー
ランドはあるってことを。 
ものをつくらないフィール
ドワークが感性を耕します。

鈴木 知佐子  
さぎ山探索と使える道具の
創作をしよう

自然豊かな、さぎ山には宝
物がいっぱい！例えば、蔓
植物はかごに、枝はお箸
に。ついでに食べられるも
のもみんなで見つけよう！

赤山渋の話と柿渋染めの
ワークショップ 
萩原 さとみ 

夏のWSでつくった赤山渋
でスカーフを染めたり、団
扇をつくりましょう 
＊「赤山渋」はかって地域の特産物

【ユニット・ウルス 
   サポーター＆賛同作家】 
{コメント掲載以外の方たち) 

あき. イイジマフヒト.  
池田 照雄. 稲田 由紀子.  
小髙 明美. 鈴嶋 克太. 田中 文太. 
堤 直人. 時田 綾子. 長田 淳一 . 
根本 正彦. 原 早苗. 平野 えむ. 
松居 康夫. 森の民. 矢ヶ崎 健治. 
山西 直美. 吉田 宏栄. 李 函樳. 
若林 祥文　 [撮影］石崎 幸治.  
佐藤 ユカ. 中村 元　 
 [チラシ・イラスト] SUZU 
　　 
【社会芸術・野良の藝術事務局】
内田 和子. 衛守 和佳子.  
小林 宏道. 根本 賢. 萩原 毅.  
吉田 富久一　◯野良の藝術
2025 プロジェクトリーダー／
長谷川 千賀子

蒼  浩人 
農と踊り　 
それは自然との対話

地土のうねり　陽の光　静
かなる燃焼　天と地を繋ぐ
呼吸　右手は肉体　左手は
精神　空間生命の揺らぎと
リズム

移動式鉄板窯　

◯このイベントは公益財団法人サイサン環境保全基金の協力で行われています。

森の製材リソラ 磯矢 亮介 
・パネル発表 
「F.L.ライトのブロードエーカー
シティーと自給自足の与えあい
の循環社会」/「日本人の歴史
と性質」「製材機と簡易架線集
材による林業」 
・子ども向けワークショップ　
ロープと滑車で遊ぼう　　

秋フェス会場とさ
ぎ山会場に「自力
更生車」が登場。

柳井 嗣雄＋萩原 毅 

野良の藝術2024フィナーレでの麦蒔き

　芭蕉師の俳諧には、永久に変わら
ない価値をもつ要素もある一方、時
代により可変な要素もある。俳諧の
道はこの二つに尽きるのであり、二
つの根本は一つである。その一つの
根本というのは俳諧の道の真実であ
る。不易を知らなければ、本当に俳
諧を理解したことにはならない。不
易というのは、新しいとか古いとか
によるのでなく、時代の変化や流行
に目もくれず、俳諧の道の上に毅然
と立っている作品の姿を言うのであ
る。…「かりにも昔の人のよだれを
なめるような真似をするな。四季の
変化して行くように物事は変化す
る。俳諧もすべて物事はこうであ
る」とも、芭蕉師はおっしゃった。
（服部土芳『三冊子』「赤冊子」)

雨ニモマケズ　　風ニモマケズ　
雪ニモ夏ノ暑サニモマケヌ　丈夫
ナカラダヲモチ　 
慾よくハナク　決シテ瞋いかラズ　
イツモシヅカニワラッテヰル　…　　　

君がため春の野に出でて若菜つむ 
わが衣では露にぬれつつ（天智天皇）

三枝 愛 

サイアノタイプによるフォ
トグラム作品 
空を浴びる。乏しい紫外線
に身を委ね、真夏とは違う
「青」を得る

約500坪の土地で無肥料・
無農薬で栽培された蕎麦茶
です。純国産、自然栽培の
貴重な蕎麦茶の風味をぜひ
味わって下さい。

古代ローマ建築と日本古来
の建築技法には驚きの共通
点が！　 
双方の利点を融合した新工
法で制作します。

この作品は私がフランスに
住んでいた時なぜ日本人が
雨が好きなのか？雨の嫌い
なフランス人の為に書いた
演劇の冒頭シーンです。

高橋 良知　SUZU　　 
荒川沿いの小作農家に生ま
れた農民詩人渋谷定輔は、
抒情におぼれず、都会にも
のまれず、泥と汗にまみれ
た大地の子の叫びを綴る。

　   菊地 真（カイロ大学前教授・文学博士）


